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Summary
In order to achieve an appropriate work-life balance as well as providing one form of employability,
acquiring qualification is essential. This is because students who have a clear incentive to acquire quali-
fication are also motivated to obtain decent work. Among the available qualifications, the Commercial
Space Designer qualification, with its high vocational relevance, is particularly useful. This is because this
qualification gives students flexibility and specialized knowledge and skill to enable them to find employ-



































































講義､ 演習､ 実験､ 実習､ 実技の科目があり､ 学問
体系を踏まえた､ 職業実践に必要な知識と技術を学
ぶ環境が既に整備されているからである｡ また､
『専門力とは､ ｢専門知識｣ と ｢専門技術｣ に分けら
れる｡ 知識は ｢わかる｣ ということであり､ 技術は
｢できる｣ ということである｡』８)と既に述べられて

















































































プロジェクト､ マーケティング論､ 消費生活論､ 住
生活学､ 住居計画学､ 福祉住環境デザイン論､ 生活
環境学､ 快適性環境論､ 社会調査法､ 建築施工・法
規､ 建築構造・構法・材料､ 基礎デザイン・色彩論､
生活環境基礎実験､ インテリアデザイン論､ 住居設














｢家庭基礎｣ ｢家庭総合｣ ｢生活技術｣ で扱う科目と
して､ 生活産業基礎､ 課題研究､ 家庭情報処理､ 消
費生活､ 発達と保育､ 児童文化､ 家庭看護・福祉､
リビングデザイン､ 服飾文化､ 被服製作､ ファッショ
ンデザイン､ 服飾手芸､ フードデザイン､ 食文化､




































































































｢柔軟性｣ ｢時間の質｣ の必要性12) が述べられてい
る｡ 多様な職業選択と柔軟な専門力の獲得について
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図11 従事したい業務(％)
一般､ つまり､ 資格取得を目指さない者の､ 一般
事務職への希望は67.5％と高い｡ また､ 営業事務21.
4％､ 金融事務12.8％と事務職全体への希望が多い｡




























































産学科､ 生態環境科学科 (生態環境工学講座､ 森林
































































おり､ ｢自信がどちらかといえば無く､ かつ､ 計画
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的に目標を達成することがどちらかといえばできな
い｣ が19.2％､ ｢自信がどちらかといえば無く､ か
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